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要旨　　地理学の研究対貴として,これまでホヒュラー音楽はまったく扱われてこなかった:言及されている

落合でも､社会･文化地理学を活発化させている最近の理論的･方法論的問題からは切り離されている｡本稿

では,地理学でポヒュラー音楽を分析することによって発展させることのできる一つの分野､すなわち,音楽

の生産におけるローカルな影響とグローバルな話力の検討を研究の中心にすえる｡シンガポールのアーティス

トであるディック･リーDick U芳の音楽を分析することで.音楽がローカルな影響､もしくは国家の影響から

発生するものであることを示すこ　同時に一方で､リーの音楽はグローバルな藷力の影響も受けていることを指

摘し.外来文化導入の過程において.ローカルな要素がグロー′くルな要素と融合していることも示す,そして,

音楽の分析がアジアの政治的.経済的.社会文化的なよりいっそうの発展に手がかりを与えるということを述

べる｡リーによる地域のサウンドの追求け.アジア的実存に関わる他の多くの分野での変化に対応しており,

そこからアジア的価値､あるいは｢アジア式｣という概念に基づいた.新しい文化的主張が発生しているので

ある-

1序:音楽と社会

ポピュラー音楽は音楽学者や社会学者,文化研究の

学者から,大きな学問的注目を浴びてきたにもかかわ

らず,地理学者は他の文化様式に比べて,音楽にほと

んど関心を示さなかった｡このことは伝統的な文化地

理学の研究でも言えることだが,最近新たな理論化が

進んだ文化地理学で用いられている近年の方向性にお

いて､いっそう顕著である(Kong,1995)｡しかし,と

くに最近2年間では,多数の論文が発表され.地理学

者は音楽を軽視してきたそれまでの態度を改め始めて

シンガホール国立大学

金沢大学　***　金沢大学･学

いる(Kong, 1995; Sm机1994)｡これらの論文は人文

地理学における｢文化-の回帰｣の反映であり.音楽

の分析における社会･文化･経済･政治の結びつきを

明らかにしている｡

本稿の目的は､シンガポール人のシンガー･ソング

ライターであるディック･リーの音楽に注目すること

を通じて､音楽の生産におけるグローバルな要素とロ

ーカルな要素との融合の分析を展開することにあるc

この事例研究を通じて,まず最初に,音楽がローカル

な影響と国家の影響から発生するものであり.地方の

国家アイデンティティの発展に積極的に貢献している

ことを示す｡そして同時に,リーの音楽はグローバル

化の諸力の影響も受けていることを指摘し､外来文化

導入の過程において,ローカルな要素がどのようにグ
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ローパルな要素と融合しているかを明らかにするc　つ

ぎに,リーの音楽はまた､アジアの｢ルネサンスJを

予感させるものでもあることを示す｡このrルネサン

ス｣を通じて. ｢アジアの人々は共通の方向性や,共

通の内面性を探求するようになりつつある｣ (Ogura,

quoted in Hitchcock, 1994, p. 3) c

本稿は大きく5つの節に分かれている｡第2節では.

本稿が依拠するコンテクストと概念を提示する｡すな

わち,音楽の地理学的な研究とローカリズムやグロー

バリズムの領域での既存の研究という2つの関連し合

う領域について議論を行なうD　前者についてはその欠

点を指摘し､後者については本研究に関連する概念的

なテーマに注目する｡続く2つの節で,ディック･リ

ーに関する若干の基礎知識を操示し,方法論について

も簡潔に述べる｡こうして実証的な検討が可能となり､

結論が導き出されるc

2コンテクストと概念

2.1音楽の地理学的分析

音楽に関わる既存の地理学的研究は,バークレー学

派の伝統的研究に対する広汎な文化地理学的関心から

影響を受けている｡この関心は大きく5つに分類され

る｡まず第1に､音楽形態,音楽活動､アーティスト

の空間的分布に関するものであり､その研究の大半は

アメリカで行なわれてきた(Carney: 1987a, 1987b;

crowley, 1987),第2に,伝播､移動,階層的拡散など

の概念を援用しながら､音楽の中心地域と拡散を検討

する研究や,拡散の伝播主体と障壁に関する研究があ

る(Jackson, 1952; Ford, 1971; Francariglia, 1978; Carney,

1987c; Glasgow, 1987; Horsley. 1987) ｡第3に地理学者は.

何らかの音楽的特性を共有する地域の範囲設定に注目

したり　Lomax, 1960: Lomax and Erickson, 1971;

Burman-Hall, 1975; Nash, 1975) ,歌詞や旋律,楽器編

成,音楽の全体的な｢フィーリング｣や感覚的インパ

クトから導き出される.地域の特色や特性を明らかに

しようとしてきた(Gleason, 1969; Curtis, 1987; Curtis and

Rose, 1989)｡第4に､地理学者は例えば都市イメージ

のような,音楽に付随するテーマを取り扱ってきた

(Henderson, 1974; Marcus, 1975; Jarvis, 1985)こ

これらはそれぞれに貴重な研究ではあるが.いくつ

かの欠点も内包している(Kong, 1975を参照)｡ここで
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とくに注目すべき点は.音楽が生産され消費される広

汎な社会的･文化的コンテクストを明らかにしていな

い点と､音楽が製作される際のグローバノ叫生とローカ

ル性の融合の重要性を認識していない点である､二　本稿

では.こうした問題点の解明が企図されている｡

では､音楽を研究対象にしている地理学以外の研究

者や､ローカリズムとグローバリズムの概念を研究し

ている地理学者は､その概念化や分析をどのようにお

こなってきたのであろうかo　そして,彼らの概念は,

上述の問題点にどのような示唆を与えるのだろうか｡

2.ユダローバリズムとローカリズム

2.2.1グロー′(ル化の話力

広大な遠隔通信網や.迅速な商品の#･送,匡際人口移動

で結びつけられることで,世界け単一のグローノミルな経

済の中に強固に組み込まれつつある一情報は,ビデオや

オーディオ機器.衛星用アンテナによって､瞬く間にサ

ハラ砂漠のオアシスの村､ニカラグアの職人が住む町､

ニューハンプシャーの全寮制の学校､ブリクストンの外

国移民のバブ､日本の企業の重役たち-と伝達される-

(Schiller, 1994, p. 1 )

音楽､とくにロック音楽は.商品化に特色づけられ

る商業主義のグローバル化という過程にさらされてい

ると指摘されてきた(Adomo, 1992)｡この過程は､文

化の同質化をもたらし(Cohen, 1991, p. 342),場所喪

失性や時間喪失性という状況と相互に関連し合ってき

た(Meyrowitz, 1985; V>血His and Malm, 1984) ｡ Sm仙(1990,

p. 177)が指摘しているように､ ｢グローバルな遠隔通

信網という最新鋭の装備に依存しているために｣,こ

のグローバル化の過程は,音楽からその芸術的価値を

失わせたと主張されている｡実際､音楽は幸福感を喚

起したり確認させる力を失ったと述べられている

(Adomo, 1992) c

グローバル化の話力が内包する同質化という負の影

響に関するこれらの議論は,アメリカナイゼーション

に関するそれと同一視されている｡アメリカナイゼー

ションに付随した見解とは､ (第三世界)諸国の文化

が｢アメリカの経済的･政治的支配に潰されつつあり,

アメリカはその覇権的文化を世界の隅々まで押しつけ

ている｣というものである｡換言すれば､文化帝国主

義の過程が進行中であるという見解なL7)である
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(Featherstone, 1993, p. 170)c　アメリカナイゼーション

揺,ローカルな文化にとって有害とみなされている｡

なぜなら､すべてのローカルな文化は,アメリカの文

化帝国主義による容赦ない近代化の力の前に結局は屈

服すると考えられているからである｡.音楽の場合､ロ

ーカルな音楽様式は消滅してしまうだろうと考えられ

ている｡

グコーパル化が文化侵略を引き起こすというこの議

論は. Meyroヽl-itz (1985)が発展させたc　それは,逮

隔通信が発達し,情報や画像のやり取りが増大すると､

集団的な感受性や地域の伝統は失われてしまい. ｢場

所の感覚が喪失する｣だろう｡ある場所が別の場所と

似通ってしまうと,場所の重要性は低下するo　この論

理にしたがえば, ｢どこにでもある｣というこうした

文化的同質化は.とくに音楽が内包する地域性を具現

化する固有の特色を失わせてしまうということを意味

する｡

2.2.2音楽はローカルなものである

グローバルな力を強調する人々を批判して､その生

産､消費､影響の点で,音楽は必然的にローカルなも

のであると主張する論者もいるo　音楽におけるローカ

ルな力の影響力に注目するこのような見方は､幅広い

コンテクストの中に位置づけることができる｡例えば

Mouffe (1993)は,共産主義の崩壊が普遍的な(アメ

リカの)価値観の勝利をもたらしたわけでもないし､

｢新しい世界秩序｣をもたらしたわけでもないと主張

している｡むしろ. ｢特殊主義-の傾斜が拡大し,西

欧普遍主義-の懐疑が高まった｣ (Mouffe, 1993,p. 2)c

このような民族的ナショナリズムの拡大は,独立を求

める闘争が政治面で注目された東ヨーロッパだけに限

られず.東アジアや東南アジアにも見られるo　そのよ

うな個別主義は､ (直接的な狭い意味における)政治

以外の多くの分野でも唱えられており,とくに文化面

において顕著である｡美術.演劇,文学,音楽はすべ

て.オルタナチイヴな主張を伝える手段であり､メデ

ィア研究のコンテクストにおける, Armstrong (1994)

のつぎのような主張を裏付けている｡彼は.グローバ

ルな話力に対するオルタナチイヴな主張を考察する際

に､国家の主張だけに限定して考える必要はないと述

べている｡音楽の生産というコンテクストでは､こう

したローカノレ性の重視は. ｢ローカルなサウンド｣が

生産される一つまり,固有な特質を持ったそれぞれ

の場所は独自なサウンドを生み出す-という主張に

表明されている｡そのような見解は,音楽の様々な側

面から導き出される場所C?個性を発見しようとする文

化地理学者の見方と密接に関連し合っている(荊述の

第2.1節を参照のこと)｡両者の違いは,文化地理学で

は,各々の音楽様式が. ｢それをとりまく自然的,社

会的.政治的.経済的要因からどのように発生し､相

互作用を及ぼし合い､影響を受けるのか｣を解明する

ことにより大きな関心が払われている点にある(Cohen,

1991, p. 342)｡すなわち,そのような分析の前提とし

て,ユニークなローカルのサウンドはそれが生産され

る特殊なローカルの環境が要因となって生産されると

いう見方があるのである｡

ローカ)叫生が重要だとする主張は.音楽の消費とそ

れが及ぼす影響を考察する際にも認められる｡一方で

は,音楽は｢オルタナチイヴなサウンドを生産するの

ではなく,ローカルな形式で人々に音楽を経験させる

ことによって｣.文化産業が内包する同質化させる諸

力-抵抗する形態の一つとなりうると主張されている

(Sm机1994. p. 237)¢　また別の主張では､ローカル

な音楽活動への参加は,人々のアイデンティティの感

覚に寄与する考え方が注目されている.｡例えばStreet

(1993, p. 54)は,ローカルな活動場所としてのライ

ヴ演奏が共同体のアイデンティティを強めるのに非常

に重要であると主張している｡ Fi皿egan (1989)とCohen

(1991)の研究を引用しながら. S加et (】993, p. 54)

はつぎのように述べているo ｢ライヴ音楽は.特定の

場所の限られた聴衆しか聴くことができないという理

由から必然的にローカルであり､共同体のアイデンテ

ィティを形成するのに非常に有効であるc　ライヴ音楽

は.そこにいる消費者と他の人々とを区別するのに役

立つと同時に,彼らを国全体の動向や出来事-と結び

つける｣c

上述の主張とはやや異なる言い方で.演奏者あるい

は.聴衆,フアンとして､ローカルな音楽活動に参加

することは,共同体のアイデンティティを促進させる

と主張する人もいる｡例えば19世紀と20世紀初頭のイ

ギリスでは,吹奏楽団は共同体や場所の感覚を形成す

る手段として機能していた(Herbert, 1992)`】 Russell

(1991)が指摘するように､吹奏楽団はそれぞれの場

所での公式行事の式典や儀礼と密接に関係しており,

コン
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それゆえ､共同体のリズムとアイデンティティとに結

びついていたc　さらに､ Bevan (1991)が述べている

ように､吹奏楽団の競争は地域の｢仲間｣への忠誠心

を刺激し､共同体のアイデンティティを形成したo

音楽は､共同体の形成や維持に役立つだすではなく､

地方レベルと国家レベルの両方において,想像の共同

体の形成や維持にも貢献しうる(Anderson, 1983)｡

Valentine (1995)が主張するように､音楽演奏を聴い

ている人々は,たとえ想像上にすぎないとしても､自

分が共同体の一部であると感じることができる｡なぜ

なら､聴衆には外部の人間の顔が見えないし,そこに

いる人たちの間で一時的に仲間意識が生じるからであ

る｡巡礼の研究で議論されている共同性の概念(Tiurner,

1974)が,これに適用可能かもしれない｡ Turnerの主

張によれば.巡礼は社会構造を消滅させ.普段人々が

背負っている階層的な役割や地位から彼らを解き放つ｡

そして.個人と個人が対等に結びついた状態が生まれ

る｡そのようにして創られた空間は､統一と平等の場､

つまり共同体なのである｡巡礼と同様に,音楽にもそ

のような効果があるかもしれない｡

そのような｢想像の共同体｣は,国家レベルでも形

成されうる｡つまり､音楽は国民としてのアイデンテ

ィティの感覚や､ ｢国民｣という想像の共同体の感覚

を促進することができる｡例えばLehr (1983)は.カ

ナダの二つのAMラジオ局では.支配的なアメリカの

イメージよりも､カナダの国土に固有なカントリー音

楽を放送する必要があったことを指摘し,国民のアイ

デンティティを強化するのに音楽が潜在的に重要だと

主張したこ

2.2.3グロー/くルな話力とローカルな話力の交差点:

闘争の場としての音楽

グローバルな立場とロ-カルな立場のそれぞれを強

調する人がいることは当然だが,グローバルな文化と

ローカルな文化は､実際には対立するのではなく.相

互に関連し合っているという主張もある(Featherstone,

1993, p. 181)e Friendman (1990, p. 311)が主張するよ

うに. ｢民族的･文化的な分断と近代的同質化は,現

代世界で起きている現象に対する二つの対立した見方

ではなく,世界の現実を構成する二つの傾向｣なので

あるo　このことは,いくつかの関連した見解において

明瞭に述べられている｡第1に,音楽生産において表
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面上最もグローバルな要素でさえも,その国独自の影

響や地方の影響を受けていると主張されている(Malm

and Wallis, 1993),第2に､これを解釈し直して､つぎ

のようにこの相互連関を肯定的に捉える人もいるo　つ

まり輸入されたポップスは,ローカルなアーティスト

が自分の環境を歌い上げようと,独自な手法で使用す

る新しいサウンドや楽器､思想の発生源となりうると

いう主張がある(Frith, 1989; Hatch, 1989),この見方

では,アメリカの商業主義的音楽がその地域の音楽を

破壊するという立場は,誤りということになる｡この

見方に立っなら､現在進行中の過程は実際には,外来

文化導入の一形態と捉えられるのである｡すなわち｢文

化を衰退させたり現代風に変えるだけではなく､文化

を豊かにするための新しい機会をも与えるような双方

向的な過程｣である(Wallis and Malm, 1987, p. 128),

外来文化の導入は,アーティストがローカルな文化的

伝統と国際的な音楽産業の双方から影響を受けている

場合に明瞭に現れるc　その結果生み出されるのは､国

際的な香りをもつローカルな音楽か､あるいはローカ

ルな香りをもつ国際的な音楽である(Wallis and Malm.

1987,p. 132)ォそれゆえ, Wallis and Malm (1987,p. 133)

が述べているように,つぎに重要となる問題は,外来

文化導入の過程がどの程度まで進行するのか,そして

文化的に独特であると同時に本質的に国際的な音楽に

対して,それがどんな含意を持っているのかという点

であるD　実際外来文化の導入は.送り手の国の文化を

取り入れつつも､同時にローカルな文化や習慣も取り

入れた｢第三の文化｣を生み出すと主張する人もいる

(例えば､ Featherstone, 1993) c

グローバル化とローカル化が関連した概念であると

いう主張をさらに推し進めて.グローバル化は同質化

を強めるのではなく,むしろローカル化を強化すると

指摘する研究者も数多くいる⊃中には､グローバル化､

つまり｢地球と人類の有限性や限界を認識すること｣

は,かえって私たちにローカルな文化の多様性を認識

させるという主張もある(Featherstone, 1993, p. 169)c

一方,グローバル化はたんに｢認知させる｣だけでな

く, ｢独特の文化行動や独自のアイデンティティを生

み出したり､永続させる｣と主張する人もいる(Schiller,

1994, p. 1)0 Massey (1993)は｢グローバルな場所感

覚｣の探求という観点から,ローカルな文化やアイデ

ンティティの形成と永続について述べている｡グロー
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パルな場所感覚の探求は､ ｢場所の『真の』意味の探

求｣や｢伝統の発見｣､そして｢流動と変化の時代に

あって､アイデンティティの不変性と安定性を求める

こと-の対応｣である(Massey, 1993, p. 236)√〕こうし

た見解は､場所が重要となるのはグローバル化が進行

するからであり,変動する不安定な時代の中で安定性

を求めようとするがために,場所の独自性やアイデン

ティティが重要になるというHarvey (1989)の主張と

対応する｡

グローバル化の進行過程でローカル化を主張すると

いう試みは,ローカルな文化や儀式の復活, (再)刺

出を通じて行なわれてきた(Featherstone, 1993, p. 177),

これは｢ナショナリズムの一形態｣や｢純粋な意味で

の『伝統』の感傷的な再発見｣を伴った､反動的な反

応という場合もあるかもしれない(Massey, 1993, p.

232)｡そのような試みは､儀式の根拠となることもあ

るが(Schiller, 1994, p. 1).文化的な威信争いを伴った

国家間闘争の原因となったり(Smith, 1990). ｢人々が

どの国旗の下で死ぬかを決めるために激しく争う｣深

刻な戦いの原因ともなりうる(Schiller, 1994,p. 1)c

伝統の発見や伝統の創出を通じて､グローバル化の

過程でローカル化を主張する試みは､以下に述べるリ

ーの音楽に関する検討が示すように､音楽の創作にお

いて明瞭に表れる｡しかし,グローバル化とローカル

化の交錯は.音楽の生産においてのみ生じるのではな

い｡その消費においても,グローバル化は経験の同質

化を意味しない　Featherstone (1987)が主張するよう

に､音楽の聴衆や観客は､画一的な形で反応したり.

音楽を消費するとは言えない｡彼らは,自己の文化の

コンテクストや習慣の中で音楽を消費するのである｡

すでに40年以上も前に. Riesman (1950, p. 360)はつ

ぎのように指摘していた｡ ｢同一もしくはほぼ同一の

ポピュラーな大衆文化の素材が.まったく異なった形

で根本的に異なった目的のために聴衆に消費される｣｡

しかし本稿では,リーの音楽の消費ではなく生産に注

目したいと思う｡

3ディック･リー:生い立ちり

ディック･リーの音楽を取り上げた理由は,彼がロ

ーカルな市場ないし､地域の市場から出て大成功を収

めた数少ないシンガー･ソング･ライターだからであ

る｡彼はレコーディング契約をおこなうシンガポール

人がほとんどいない頃に, Time Warner社の関連会社で

あるWEA社と契約したo　この事実は､個人的な主張

を持った一人の特異なアーティストとしてリーを分析

し.同時に幅広い社会構造的一経済的諸力の中に彼の

音楽を位置づけることを可能にするc小さな国々では､

｢安くポピュラーな輸入音楽に対抗してその国独自の

音楽を発達させるのは非常に困難である｣という主張

もあるが(wells, 1995,p.2).リーの事例は.巨大なグ

ローバル化の話力に影響を受けながらも,その国独自

の音楽を発達させた事例として際だっているo同時に,

彼はシンガポールに住んでいるので.彼の音楽の分析

は.東洋と西洋の文化の十字路というシンガポールの

位置と.消費の中心としての役割.そして非常に狭小

なローカル市場2)に対するグローバルな要素の作用の

究明を可能にする｡

リーの音楽を理解するためには.彼の生い立ちを見

てみることが有益であろう｡リチャード･ペン･プ-

ン･リーは､ 1956年ベラナカン3)の父親と中国人の母

親との間に生まれた｡彼は. ｢非常にイギリス的｣な

祖母のいる家庭で育った｡彼の言葉を借りれば､ ｢彼

女は毎日午後4時に紅茶を飲み､ジェイン･オーステ

インの小説を読んでいた｣ (The Straits Times, 1993)c

そのため.幼い頃のリーは自分が｢ユニド･ブライト

ンの小説の登場人物｣であると思っていた(TheSぬits

Times, 1993), ｢英語を話す環境の中でイギリス式の教

育を受けたため｣､ 14才でイギリスを訪れて｢本当は

アジア人｣だと気づくまで.リーは自分のことをイギ

リス人だと思っていた(Lee, 1993. nopagenumber)c

リーの音楽教育は. 6才の時のクラシック音楽の勉

強から始まった｡ 8才頃に最初の歌を書き,その後,

ペチュラ･クラーク.ツイツギ-.デイオンヌ･ワ-

ウィック,ザ･モンキーズ,ニール･ヤング.ジョニ･

ミッチェル.エルトン･ジョンの音楽を聴いて成長し

た｡ 15才の時,彼は地元のヴォ-カル･グループ, ｢ハ

ーモニー｣に参加し,ピアニスト兼ヴォーカリストと

して様々なショーで演奏をしたo　しかし.やがて彼は

そのグループを離れた｡自分自身の音楽で自らを表現

し.自分の楽器でそれを演奏したいと思ったからだo

その頃の彼は,ジミ･ベンドリックス,ジャニス･ジ

ョプリン.クリーム.イエス､エマ-ソン･レイク･

アンド･パーマーなどのロック音楽を多く聴くように

コン
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なったc 17才の時.兄弟たちとヴォーカル･グループ

｢ディックとギャング｣を結成し.グループやソロシ

ンガーとして､テレビに出演していた｡彼は様々なオ

ーディションやコンテストに出場した｡ 18才の時,オ

リジナル曲をフィーチャーした最初のソロアルバム

ITLife Story』をリリースしたo 19才の時兵役につき､

音楽･ドラマ局に配属されたため,あちこちの基地で

のショーで演奏をした｡ 21才の時.ファッション･デ

ザインの勉強のためにロンドン-向かったo　ロンドン

での3年間は､ ｢パンク･ロックブーム｣の終わりから.

｢ニュー･コマンティツク｣の台頭の時期と重なって

いたこ

1980年, 24才の時にシンガポールに帰国し,それか

ら音楽.舞台､ファッション.ビジネスにおける彼の

輝かしいキャリアが始まったo　音楽における彼の成果

は,様々な賞の受賞からうかかがい知ることができる｡

1990年の第2回香港国際賞における最優秀新人賞(他

にノミネートされていたのは,リサ･スタンフィール

ド､ディ-･ライト､ウイルソン･フィリップス,マ

ライア･キャリーなど)､シンガポール国内での.93.3FM

局のヒットチャートにおける最優秀賞, 1995年にはそ

の年の音楽界に最も貢献した人に贈られる､ Perfect 10

音楽功労賞を受賞した｡この時期の彼は､多数のアル

バムやシングルのプロデュースやリリース,音楽やプ

ロモーション･ビデオのための作詞･作曲をした｡さ

らに,海外及び国内の音楽祭などの多数のコンサート

でシンガポール代表として演奏を行なった｡彼はまた,

日本市場への進出やファンクラブの拡大,売り上げ記

録の更新にも成功し.コンサート会場は満員になったc

これらは,狭く閉ざされたシンガポ-ルの市場では,

驚異的な成果である｡

4分析方法

リーの音楽を分析する前に.この節では分析方法を

簡潔に述べる｡第1に主張することは,音楽の意味を

理解することは､これまで行なわれてきたような.た

んに曲の歌詞を分析するという単純な作業ではないと

いうことである(Carey, 1969; D印isoffand Leヽ･ine, 1971;

Robinson and Hirsch, 1969)c　そうではなくて,音楽に

意味を理解するには,テクストとテクストの行間,コ

ンテクストを理解する必要があるcこうした理由から.
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以下の考察はこれら三つの側面の分析に基づいて行な

われる｡つまり.音楽のテクスト(歌詞,楽器, ｢サ

ウンド｣,独特の形式).テクストの行間(アルバムの

ジャケット､ボスタ-.ステージの飾り,衣装),お

よび音楽の広汎なコンテクストである｡.このコンテク

ストには.リーの日常生活や生い立ち,それが彼の音

楽に及ぼした影響,リーの音楽が生産され消費される.

より広い社会的･文化的･政治的･経済的環境などが

含まれるa

これらすべてを考慮に入れるために､彼のアルバム

とコンサート,ミュージカル.芝居などの様々なステ

ージ活動を分析材料として用いる｡可能な場合には､

私はこれらのステージに観客として参加したoさらに､

これらのイヴェントに関するビデオ･テープや雑誌･

新聞の記事も分析した｡そのようなテープや記事はス

テージを実際に見ることができなかった場合.例えば

海外でしか公演が行なわれなかった場合に.分析の材

料として用いた｡ポスターなど関連した材料も,リー

が所属する､ Music and Movement社から収集し､分析

に利用した｡

5分析: 『The Mad Chinaman』の音楽を通して見た

ローカル性とグローバル性

グローバルな話力とローカルな話力は相互に関連し

合っており,現実を構成する二つの傾向であるという

ことは.リーの音楽に明瞭に表れているc　このことを

明らかにするため,つぎの3点に着目して分析を行な

う｡つまり､ (1)ローカル性の強調, (2)外来文化の

導入. (3)汎アジア的ポップス文化のアイデンティテ

ィ,という点であるo

5.1ローカル性の強調

ローカル性の感覚はリーの音楽に強く表れており､

押しつけの西欧普遍主義に対するローカルな特殊主義

の抵抗を明らかにするのに役立つ｡このことはつぎの

2つの点から明白である.｡第】に,地域に独特なコンテ

クストを取り入れることで場所感覚を生み出している

点､第2に.個人的,共同体的,国民的な伝統を再発

見している点である｡後者においては,歴史観と郷愁

が入り交じった感覚が,にじみ出ていることが多い｡

リーの歌詞には.ローカルな情景や素材がふんだん
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に取り入れられていて.非常に強いシンガポール的,

あるいはローカルな風情が再現されている｡よく知ら

れている場所や有名なキャンペーン4),地域色豊かな

食べ物､その国独自の略語がリーの歌によく登場する.

こうした手法は, [[LifeintheLionCity』 (1984)の中に

典型的に見られる｡

ホ-カーセンターは,どのフロアーも食べ物屋だらけ

シンガホール,シンガポール-

Ang Mo Kio-はD.B

シェントン通り一大変な賑わい

民衆公匪-街をきれいにしよう-･

シンガポール,シンガポール-

観光客で溢れ,いくつものデパートが立ち並ぶ

すべての建物が高くて新しい,そしてとても清潔山

地方独自の特殊主義の出現は.リーの音楽における

個人的､共同体的,国民的伝統の再発見にも反映して

いる｡地域の人々の主張を探すために､リーは自分個

人の過去を掘り下げ,過去の場所や時間,価値観に強

く根ざした子供の頃の経験を活用した,このことは,

彼が｢Bea叫World｣という言葉を多用していること

から明らかである｡この言葉は,彼のアルバム紬eauty

world』 (1995)やミュージカル｢Beauty World｣のタ

イトルに使われている5)｡.彼も認めているように,こ

の名前に執着する原因は､ Bukit TimahのBeauty World

での経験にあり.彼はこの迷路のような路地のすぐそ

ばに､子供の頃に住んでいた｡

子供の頃.よく家の近くの市場八達れていってもらいま

した-　この場所は､私にとって不思議の国のようでした｡

トタン屋根のついた露店では,食べ物や衣類,日用品が

山積みにftっていましたo　私は迷路のようなその市場を

ぷらぷら歩いてよく午後を過ごしたものですc　とくにレ

コード店にはよく立ち寄り卓した｡

(『Beauty Worldl , 1985)

私はそこでファッションやポッ7スについて学びました｡

最初にレコ-ドを買ったのもそこでした｡私はこの名前

が好きなのです｡それは私にとって.バラ色のメガネを

通して見た生活のように思われます,..そして,そんな生

活を送れるようになることを心から望んでいました

(1"he Straits Times, 1 988)

つまり. ｢Beauty World｣は彼の記憶の中の世界にそ

のルーツがあるのである｡一方でそれは,大衆文化に

おける大きな意味体系に組み込まれている｡この意味

体系では. Beauty Worldの個別的で具体的な意味はそ

れほど重要ではない｡重要なのは鮎auty Worldが現在

の彼にとって,抽象化された意味を有していることで

ある　Beauty Worldという言葉は.過去の時代,二度

とは帰らない無垢の感覚.過ぎ去った魅力を表してい

るのである｡リーがある言葉､またはその語が意味す

るものを口ずさむことで再発見しようとするのは,時

間と場所の中に閉じこめられた自己やアイデンティテ

ィ.ローカノ叫生の感覚なのであるc

個人的な伝統を再発見しようとするリーの試みは,

様々な歌の中で見られる, ｢Asia Major｣ (『Asia

Major』 , 1990)において.彼は自己を形作ってきたも

のを知るために.幼い頃の気持ちに戻らな:ナればなら

ないと歌っている｡ ｢G∝山tobeback｣というフレーズ

には二通りの解釈が可能だが,その一つによれば,自

己の根源に対する思いを失ってしまった人がその感覚

を再発見し,自己の根幹に触れたことを示しているの

だろう6'｡ ｢Beauty World｣ (陀eauty world』 , 1985)で

彼はつぎのように歌う｡

辞書のページをめくってみれば,

僕の記憶を蘇らせる言葉が見つかる｡

僕t頒法の言葉, ｢帰ろう｣を見つける｡

Beauty Worldに帰ろう-さあ.僕がかつていた場所'-N.s

pasarmalam^から,いつものざわめきが聞こえる;.

そして､魔法の気持ちが失われていないと気がつく｡

帰ろう!

リーにとって.場所感覚や郷愁の感覚i･ま,滞然一体

となって音楽で表現されているのであるこ

地方の独自性は,彼の個人史に表れているだけでな

く,リーの音楽における共同体の伝統やアイデンティ

ティの復活にも反映しているo　例えば彼は, ｢G∝xI

Evening Spring｣のような中国の伝統的な民謡.マレー

やベラナカンの民謡(ロンゲンやドンダン･サヤン)

を.彼の全体的にイギリス的な音楽の中に取り入れる

というやり方で,シンガポールの多民族的な伝統をS)

活用しているc彼は歌詞の中で, r昔のチャイナタウ

ン｣ (『orientalism』 , 1991)の伝統が失われてしまった

ことを嘆いている｡そこでは,戦前の古い建物が取り

壊され.ガラス窓の高層ビルに建て替えられたのだっ
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た｡彼は中国の星占いの動物のひとつにちなんで,

『TheYearoftheMonkey』 (1992)というアルバムを出

した｡彼はそのアルバム･ジャケットと宣伝用ポスタ

ーのために,中国の神話や宗教でよく知られている猿

の神の姿を真似た衣装を身につけ. 『The Mad

Chinaman』 (1989)のジャケットでは,伝統的な中国

の京劇の衣装を着ている｡ 1990年､当時彼が所属して

いたWEA社主催でリーの34歳の誕生パーティーが催

されたとき､民族的なモティーフが､ステージの飾り

(赤いカーテン,中国風の提灯や仮面)や.ゲスト･

ミュ-ジシャンの衣装(sarongs, songkoks､ kain batik.

ターバン, cheongsams)に多く用いられていた(The New

Paper, 1990)0 1991年2月,彼が｢Asia MajorJapan TourJ

を5つの都市で行なったとき,そのステージのコンセ

プトは,伝統的な中国の旧正月を復活させることであ

り, rリー｣を模した巨大な中国人の姿が.ステージ

の中央に描かれていた｡

リーによるローカノレ性の強調は.個人的･共同体的

な伝統の表現の仕方だけに見られるのではないcそれ

は彼がシンガポールという国家の歴史や伝統の表現の

仕方にも見受けられる｡例えばfRasa Sayang｣ (灯he

Mad Chinaman』 , 1989)という歌の中で.彼はシンガ

ポールの過去を取り上げることで国家の歴史を確かな

ものにするのに貢献している｡シンガポールを発見し

たスマトラの王子､ Sang Nila Utamaに関する有名な話

を昏材にして,彼はつぎのような詞を書いた,

昔むかし

ある晴れた日に, 1隻の小さな船がやってきた

それからここに人間が住むようになった;､

ライオンと木々の緑だけがそよ風を楽しんでいた=

ジャングルの王は,何の不満も言わずに,

その島に､自分にちなんだ名前をつけた-

それからその島は大きく変わっていった,

U也maという男によって｡

同じような視点から,彼は愛国的な誇りを呼び覚ま

している｡ ｢ヒューマン･タッチ｣ (『orientalism』 ,

1989)の中で､彼は｢地方の誇り｣を歌い, r古い植

民地支配は去った｣ことを宣言しているoそれは.イ

ギリス支配からのシンガポールの独立を思い起こさせ

るのである｡そのようにして国家の歴史を大衆文化に

取り込むことは､ローカル性を強調し,ナショナリズ

ムを高揚させようとする意識的な努力であるc彼はあ
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るインタビューの中でこの立場をはっきりと表明して

いる｡

私は基本的に,シンガポールの視点から行動しようとす

るミュージシャンです｡つねに心の中に.私たちはシン

ガポール人だという意散を持つことは大事だと思います

私は自分が一人の紙実なシンガポール人であること

を表現したいのです｡もし,自分自身のためだけに書く

のであれば.私は誰にも答える必要はありません｡しか

しミュージシャンとして.私の愛国心を表明しなければ

ならないのです｡

(The S也ts Times, 1989b)

彼は1984年のアルバム『Life inthe Lion City』を上記

の主張に対応する画期的な作品と位置づけている｡な

ぜなら､そこにはシンガポール人のアイデンティティ

や生活様式が描かれているからであるo彼は,シンガ

ポールの独立記念日を祝って発表されたこのアルバム

が, ｢トータルなコンセプト｣を持っていると考えて

いるoつまり.シンガポールの音楽界において,新し

い潮流を起こしたアルバムと考えている｡というのは,

それ以前のミュージシャンは｢一般に海外のミュージ

シャンを真似していただけ｣だったからである(Lee,

1993. nopagenumber) ｡

5.2外来文化の中人: TA littlebitofDickand thatj 9|

ナショナリズム的な誇りを表現していると同時に,

リーの音楽は東洋と西洋.ローカル性とグローバル性

の融合を示している｡この点で.リーは外来文化導入

の過程の縮図を見せてくれるc彼の音楽は.彼がロー

カルな文化的伝統と音楽産業の国際性との双方から影

響を受けていることを示している｡その結果生み出さ

れた音楽は,国際性を持ったローカルな音楽,あるい

はローカノ叫生を持った国際的な音楽である(Wallis and

Malm, 1987, p. 132)｡この過程の中で,東洋と西洋,

ローカル性とグローバJ叫生のある部分の要素は失われ

るが.別の部分は維持され,または吸収される｡実際

に､一般に｢シンガポップ｣と呼ばれる.新しいサウ

ンドが生み出されている｡明確にシンガポール的と見

なされる新しいサウンドがこのようにして生み出され

る際に.伝統が(再び)創出される｡

そのような外来文化導入の証しとなるものは何だろ

うかc楽器.様式,衣装,言語､ゲスト･アーティス

トはすべてそれとなりうるc 『Life in the Lion Ciけ』
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(19糾)において.リーは伝統的な楽器とシンセサイ

ザーを融合させたc　これは音楽を通じた新しいアイデ

ンティティの探求の第一歩であると彼は述べている｡

これは彼の音楽の明確な特徴であり,ポップ･ファン

ク･ビートとアジアの楽器との混合(LosAngelesTimes,

1992)とか､ ｢少しのポップス,少しのフュージョン､

少しのジャズと微妙な民族的要素｣といった異質なイ

ディオムの融合と言われている(The S血its Times,

1989b, 1990),また,リーの音楽は地方のサウンドの

｢イギリス｣版ともよく言われている(The SぬitsTimes,

1989b, 1990).例えば中国の民謡である｢Li山e W山te

王bat｣には.英語の歌詞がつけられている.また,マ

レーの伝統的な民謡である｢ラサ･サヤン｣を,現代

的なラップと融合させ.伝統的な民謡(｢アリシャン｣.

｢スプリングタイム｣. ｢コツカトクー｣)と,イギ

リス風のポップスの様式とを巧みに組み合わせている｡

ある批評家が述べているように,リーのアルバム『me

Mad Chinaman』 (1989)では,伝統的な民謡のメロデ

ィーとテクノ風のリズムを合体している(The S加its

Times, 1989b) c

Mcq血(1994)は､外来文化の導入を文化間の相

互交流と定義している｡このような文化の混合は言語

に強く反映している｡シングリッシュ(シンガポール

風英語)は.植民地国際言語が地方の言語に溶け込ん

だ好例であり,中国とマレーの要素が混入した結果生

まれた英語の一口語形式の事例である｡リーは,シン

グリッシュを歌詞やリフレインの中でしばしば用いて

いる.こうしたsinglish表現(｢shiok｣. ｢lecheh｣. ｢1ah｣,

｢1eh｣. ｢meh｣など)は､その使用を除けば標準英語

と変わらない表現の中におかれており,外来文化導入

の明らかな証拠である｡こうした手法は.同じ歌の中

に複数の言語を混在させて歌うという.リーの初期の

語法から発展したものである｡複数言語の混在は.例

えば｢Beauty World｣ (『Beauty World』 , 1985)では,

イギリス風のポップスの旋律の最後に中国の歌がつけ

加えられ.あるいはイギリス風の曲の真ん中にマレー

の歌が挿入されていることに見られた｡

外来文化導入の証拠は.リーのステージ･パフォー

マンスやゲスト･アーティストの選択にも見られる｡

地元のディスコでアルバム恥entalism』 (1991)の曲

を演奏したとき,リーは､例のもみあげからすべてに

至るまで,エルビス･プレスリーそっくりの衣装を身

につけていた(The StraitsTimes, 1991),このように一

方で東洋のことを歌いっつ,他方で西洋の影響を表現

することは.一見矛盾しているように思われる｡しか

しリーが東洋と西洋.ローカ/小生とグローバル性,伝

統性と現代性の融合に興味を示していることを考えて

みれば,納得できるoまた別の証拠として､ ｢Lifeinthe

Lion City｣ (『Life in the Lion City』 , 1984)という曲の

中で,シンガポールという国家を取り入れたリーの初

期の試みが挙げられるc　ローカルな生活を題材とした

この曲のラップの部分は､彼のアメリカ人の友人であ

るMeliseが歌っている｡これは曲のローカルなメッセ

ージを台無しにすると言う人もいるが,外来文化導入

の必然的な過程を表していると言えるのかもしれないc

外来文化導入の過程である相互交流から､新しいサ

ウンドを創り出そうとするリーの努力は,ローカル催

とグローバル性の交錯を示す優れた事例である=.東洋

と西洋.伝統性と現代性の双方を題材にすることで,

語､年齢.文化などのあらゆる障壁を克服する方法

を発見したのだとリーは考えているo　実際彼はつぎの

ように述べている｡ ｢私は.私の歌が将来,子供たち

にとっての民謡になってほしいと思っています｣ (The

s他itsTimes, 1993)｡このようにして.リーは伝統を再

発見しようとした｡

では.混合が起こる条件となるコンテクストとはど

ういうものなのであろうか｡ ｢構造｣と｢主体｣とい

う二つの条件が,シンガポップの発展に関係しているe

一つには,自分が誰であり,どこから来たのかという

リーの個人的な混乱が彼の試みの動機となった｡しば

しば彼はつぎのように述べている｡

自分の中に東洋的資質と西洋的資質を少しずつだけもっ

ているような人は,そのどちらに耳を傾ければよいのか

分からなくなることがあります｡両方が同時に話しかけ

てくると,頭がベンになるのではと感じるのです｡

(1Tie Straits Times, 1 989b)

このような混乱は､彼の歌詞に明瞭に表れているo

例えば, rpree yourself〕 (『orientalism』 , 1991)におい

て,彼は自分と同じような｢迷える魂が無数に存在し

ている｣と歌い. ｢西洋という巨大な影響の下に繰り

広げられた､東洋人の顔を持った人種のるつぼ｣につ

いて語っているo　彼は続けてつぎのようにいうc
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簾El白人のように振る舞おうとしてきた{,でも.僕は僕

自身であろうと決めた

自分を自由に解き放とう

東洋と西洋から,良いものだけを取り入れるなら,

自分を自由にできる

生まれて初めて旅をしたとき,

自分は必ず故郷に帰るのだと信じて疑わなかった:

だけど､本当のことが分かると､

僕はとても孤独を感じるD　だから.畳も夜も僕は仮面を

かぶった｡

自分は人とうまく交わっていけると思った

けれども､それは運命だと気がついた=.

もう決してみんなの仲間には入れないだろう｡

同様に､ ｢AsiaMajorJ 『Asia Major』 , 1990)で.彼

はつぎの問いを投げかけているo

どうして僕はこんな人間に生まれてきたのだろう｡

東洋人でも西洋人でもない人間iこ

僕の心には進むべき方向があるはずなんだ｡でも.その

方向が見つからない｡

僕は生まれつき持っている価値観を見つけなければなら

raw

そうすれば､自分にどんな価値があるのか分かるかもし

れない-どこ-行ったらよいのか敢えてほしい=

そして.たどり着いた時.僕は何を見つけるのだろう｡

今の僕の状況は､

いつも君が感じてきたことだった:

1980年代初頭の一時期.リーは自分の二重の伝統な

ど気にせずに.西洋の歌を書こうとした｡しかし.価

人のアイデンティティを確立し主張しなければならな

いという思いを抑えきれず.自分の音楽をローカルな

サウンドを探すための手段として位置づけるようにな

zsm

それは意識的な努力でしたc　私はつねに､シンガホール

の音楽に適したサウンドを探し求めてきました｡だから

できるはずだと思いました･-実際のサウンドは(自然

に)生まれてくるほずだということは分かってます｡で

も.そんなに長くは待てません｡だからほんの少しだけ,

ローカルな要素を取り入れようと思いました｡私は自分

の｢Singlish｣に誇りを持っています｡だからそれを使う

のは当然です｡それに私の中には中国の民族的伝統も流

れているので､それも歌の中でよく使っています=

(The S血its Times, 1 986)

137

リーの個人的な試みだけでなく, 1980年代後半は,

シンガポール政府が､シンガポール人が共有すべき重

要な価値観といった､シンガポールのアイデンティテ

ィを植えつけようと非常に熱心に取り組んだ時期だっ

た⊂　このことは1989年1月に開かれた第7議会で,当時

の大統領､ Wee Kim Weeが行なった冒頭済説にはっき

りと表れている｡彼はつぎのように述べた｡

もし我々が進むべき進路を見失いたくないのなら,共同

体の文化的伝統を維持し.シンガホール人であることの

本質を示す,共通の価値観を掲げなけれげならない,.こ

の価値観には,自分よりも社会のことを第lに考えるこ

とや,社会の基本単位として家族を重視すること,対立

ではなく協調によって主要な問題を解決すること､そし

て,人種的･宗教的な寛容や調和を強調することが含ま

れる｡我々は.国家のイデオロギーとして,このような

基本理念を共有すべきである=　この国家的な合意が.シ

ンガポール人という独自のアイデンティティや運命を共

有する国民として.我々を団結させるだろう｡

(The Straits Ti汀旧, 1989a)

国民的なアイデンティティを確立したいというこの

ような意識は,望ましくない西洋の力から脅やかされ

ていると感じたり,そのような影響からシンガポール

人を護る必要があると感じることによって強められる

(Quah, 1990.p. 1)｡そのような国民の団結や愛国心を

促進するために.政府は国家イデオロギーを確立させ

るだけでなく.一連の社会的･心理的防衛戦略川を実

行しようとしたo　これにはつぎのようなことが含まれ

る｡国民的な歌を作曲し普及させること.最良の中国

的な伝統や重要な価値観を維持するために, 10の学校

を認定して特別の援助を与えることcその価値観には.

孝行の精神や個人よりも家族や社会を重視するという

考え方が含まれ.それらは国家イデオロギーの中に組

み込まれている｡

こうした社会的背景があったため､音楽を通じたリ

ーによるローカルなアイデンティティの探求は追い風

を受けたo ｢シンガポールの音楽的アイデンティテ

ィ｣の必要性を説く彼の主張は,国の立場とほとんど

一致していた(,

私はシンガホールに適した音楽的なアイデンティティを

探し求めたのですこ　なぜなら,シンガポールは多人種か

らなる国であり.私たちの伝統は大変多様だからです｡

シンガボ-ルは.西洋の影響力に囲まれていて.今にも
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ほとんど押し潰されそうです=･私の役割は.強制ではな

くて･私たちに合ったやり方で東洋と西洋を融合させ､

未来の民謡を創り出すことなのです｡

(心ahi Evening Ne､鳩, 1 990)

彼の個人的運動は1980年代半ば以前には.シンガポ

ール人に理解されなかった｡しかし,その後に政府が

運動を始めたため･シンガポール人は国民的アイデン

ティティの探求を十分に認識するようになったc政府

による強力な宣伝運動は比較的良い成果を得たので,

ある程度の愛国熱が沸き起こった｡その結果,リー自

身も認めているように, ITThe Mad Chinaman』 (1989)

は｢愛国心という時代の波｣に乗り. ｢シンガポール

中心主義の潮軌によって大変な注目を集めた(Asia

Magazine, 1991 ) ｡

5･3ローカル主義とグロー′くル主義のはぎまで‥

汎アジア的アイデンティティなのか.新地域主我カ､

リーの初期のアルバムでは.個人的アイデンティテ

ィやシンガポールのアイデンティティを取り上げるこ

とが多かった(例えば･ oTheMadChinaman』 , 1989)｡

しかし､ 『orientalism』 (】991)などの後期のアルバム

では､現代アジアやアジア人のアイデンティティに注

目しようという意識が見られる｡なぜ.このような変

化が生じたのであろうか〇現代アジアの特徴とは何な

のだろうか｡現代のアジア人とはどんな人々なのだろ
うか-.

なぜ､リーは傭人的で,ローカルなアイデンティテ

ィから汎アジア的なアイデンティティ-と,探求の方

向性を変えたのだろうか〇彼が新しい地域主義という

考え方を強く抱くようになった元々の理由として,つ

ぎの三つの思いが挙げられるだろう｡第1に,彼は西

洋から見たアジアのイメージと彼が考えていたものを

変革したかったc ｢DreamofNagralandJ (1992)という.

彼の自作･自演のポップ･オペレッタに関する記事の

中で述べているように,それは｢私の使命Jであり.

｢NagralandJや他の作品すべてはその目的のために捧

げられている〇第2に･彼はアイデンティティの危機

を誰もが感じていると考えていた｡それはもはや､ ｢私

は誰なのか｣とか｢私はどこに行こうとしているのか｣

という問題ではなく､ ｢私はアジア人としてどんな役

割を果たすべきか｣という問題であり,それは､多く

の現代アジア人を悩ませている間顔だと彼は考えてい

コン

たc第3に.彼は･彼自身が考えているところの1960

年代の精神を復興させたいと思っていた｡それは,ア

ジアのポップスがかなりの人気を博していた時代であ

る〇つまり彼は,グローバルな感情や進歩的な雰囲気

を取り戻したかったのであるo彼はI960年代を.世界

的な博覧会と展示会の時代だと見なしていた｡この時

代には､ユネスコが大きな力を発揮し,文化の相互交

流が盛んであった〇例えば､シンガポールから香港-

というように､国と国の間でのシンガーの移動が盛ん

に行なわれていた｡そして,坂本九の｢スキヤキ｣が

アメリカでNo.1のヒット曲になった時代である｡彼は

この精神を復活させることで,汎アジア的なアイデン

ティティを発見し発展させたいと願っていた｡

上記の三つの要因がリーの個人的な動機や思想を具

体化していることは間違いない｡しかし,現代アジア

に関心が移っていった原因は､大きな構造的な力にも

あったということを見逃してはならない｡他のレコー

ド会社と同様に利潤追求を原則とする企業､ wEA社

とリーが契約を結んだことは,より多くの聴衆を獲得

する必要が生じたことを意味する｡シンガポールのロ

~カル市場は非常に狭いので,レコード会社はローカ

ルなアーティストと契約する場合には.もっと広い市

場へとマーケテイングの対象地域を拡大することが必

要になる〇そのため.生産される音楽もこの目的に大

きく左右されるo以上のことを考えてみれば､リーの

音楽がアジア全体にとっての重要な問題を取り上げる

のはごく自然なことである｡

ではリーにとって,現代アジアや現代アジア人のア

イデンティティとは.どんな特徴を持つものなのだろ

うか｡彼にとって現代アジアとは,場所ではなくそこ

に生きている人のことであるcつまり. ｢新しい思考

様式をもった｣アジア人なのである｡使い古された呼

び方をあえて借用して,リーはアジア人を｢バナナ｣

だと言っている〇すなわち,アジア人は外見は黄色い

が中身は白いという意味である(The Straits Times,

I993)c自分が｢バナナ｣であることを知った彼は.

しばらくの間はその事実を悲観的に捉えていた｡しか

し,後になってからアジアは皆｢バナナ｣であるとい

う結論に達し､そのことを自信を持って主張し.その

アイデンティティを讃えるよう人々に訴えかけるよう

になった｡このアイデンティティは｢従来のアジア像｣

とは異質なものである(『orieatalism』 , 1991)c彼のい
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う従来のアジア像とは､西洋人が心に思い描くアジア

像のことであるo彼はつぎのように述べている(Lee.

1993,nopagenumber) ｡

おそらく私たちは,世間で言われているようなア

ジア人ではありません｡西洋人が心に抱いているサム

ライやゲイシヤが現在の日本に存在しないのと同様に.

今日のアジアは,実際には.内面が西洋化したアジア,

つまり　r,くナナ｣に見えるはずですc

彼はアルバム曲の｢Orientalism｣ (『orientalism』 ,

1991)の解説の中で,この立場を繰り返して述べてい

る｡

もう何年も,私は伝統的遺産を表現してきました

が､本当に必要なのは､従来のアジア像を取り入れる

ことではなく､新しいアイデンティティを創造するこ

となのだと急に気がつきました｡

｢N呼aland｣について.彼はつぎのように述べている｡

現代のアジア人は,自分たちの伝統文化を守りな

がら､同時に自分たちの生活様式に調和したやり方で､

西洋文化を取り入れるべきです,例えて言うなら.そ

れはアジアの伝統を維持しながら,現代のアジア人が

西洋の服を快適に着るのと同じことです｡

大衆文化に｢バナナ｣という放念を取り入れはした

ものの､リーはアジアのアイデンティティを確立する

ことの意味をそれ以上明らかにしようとしなくなった｡

彼は. ｢東洋と西洋の音楽の融合から,真の現代アジ

ア人の感覚をもった音楽-｣と立場が変化したのだと

述べている(Lee, 1993, nopage number)c　しかし､ ｢真

の現代アジア人｣という言葉は,具体的にはどんな人

間を指すのだろうれ　rModern Asia｣ (ITThe Yearof山e

Monkey』 , 1992)という歌の中で.汎アジア的なアイ

デンティティが存在し,アジアの都市の急激な変貌に

も決して動かされることのない精神が内面の奥深くに

存在すると彼は主張しているが.この漠然とした｢精

神｣の本質とは何なのだろうか｡西洋の力やグローバ

ルな力に対抗する,個人的.地方的(シンガポール的),

民族的,アジア的なアイデンティティを探求するとい

うが､両者にはどのような違いがあるのか.あるいは.

そもそもそうした違いが存在するのかという問題につ

ifc'岩

いて､彼がどのように考えているのか明確ではない｡

また,二つのアイデンティティを対立的と見なしてい

るのか､あるいは両者を調和させる方法はあるのかと

いう点についても彼の見解は明らかにされていない｡

もし彼の言うように､ポップ･ミュージカル風のレ

ビューIFantasia｣ (1994,ディスクは未発売)が,そ

の答えを見つけだすためのものなら,リーは文化と伝

統の表面的な混合としてしか,汎アジア的なアイデン

ティティを理解していないと考えざるを得ない｡彼は

IFantasia｣の中で,東洋的人格と西洋的人格という

二重の人格を持った,精神分裂症のアジア人を演じて

いる｡彼は自分が狂っているのではないかと心配して､

精神科医の診断を受ける｡するとその医者は.彼が正

常な人間であり.アジアは,古いものと新しいもの,

西洋と東洋が共存する場なのだということを述べるc

さらにその精神科医は,汎アジア的なアイデンティテ

ィを教えようとして,アジアの文化や伝統の豊かさや

美しさを彼に繰り返し説く｡このレビューの中で.ア

ジア8か国(シンガポール,香港,マレーシア.イン

ドネシア､フィリピン.インド､モンゴル,中国)の

伝統的な歌や踊りが登場するが.それはたんにそれぞ

れの演技が羅列されているにすぎないようにみえる｡

ある評論家はつぎのように述べているo

それらの演技のミックスは折衷的である=　国民的な衣装

を着たモンゴルの女性歌手も,派手なネオンをバックに

して､ Annie Lennox風の角刈り頭に､体にぴったりの

cheongsam姿で踊る香港の歌手も, Shirley KⅥ町も.民族

衣装を着た′くり島の5人組ダンサーも｡ショーの終幕に

は,シンガポールの振り付け師でダンサーのNajip Aliが
登場し,新しいアジア人を表す曲に合わせて.有名なリ

ーのラサ･サヤンのラップを繰り返し､そのレビューに

｢パーティーの幕開け｣的雰囲気を与えていた=

(The Straits Times, 1994)

現代アジア人の特徴をあまり明瞭に捉えているわけ

ではないが.リーは自分たちの独自性を褒め称えてい

る｡アルバム『orientalism』 (1990)で,彼は｢西洋世

界の一部としてのアジアであってもかまわない｣とか.

｢バナナであることはすばらしい｣とはっきり述べて

いる(TheNewPaper, 1991):このことは､同名の歌の

詞からも読みとれる｡この歌は. ｢その事実を褒め称

え､多くの人々に『東西の出会い』から生まれた新し

いアジア人を認識してもらうために書かれた｣ (アル
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バムのライナーノート)0

それは心のありよう.∋

それは心の平穏のよりどころ｡

オリエンタリズムについて話してもいいかなo

それは東洋と西洋の問題さc

あとはどうでもいいんだ=

君には分かるだろうか｡

オリエンタリズムが-, -たぷん僕たちは忘れられていた

A,仁_

どちらの方向に進めばいいのか,

どちらの道を選ぶべきなのか､

君は自分で決めなければならない｡

自分がどうありたいのかを｡

僕たちはもうマイノリティではない.7

そう.僕は僕自身なんだ｡オリエンタル.オリエンタリ

ズム!

オリエンタル.オリエンタリズム!　オリエンタル-メ

リ,東京｡

オリエンタル-ダラス,カイロ｡

オリエンタル-オリエンタリズム!

オリエンタル-オリエンタリズム!

オリエンタルーチューリッヒ,香港｡

オリエンタルーミュンヘン､サイゴン｡

内面は白人だろうと構わないo

これはプライドの間腰さo

オリエンタリズムってやつは｡

それは新鮮だ｡

それは新しい感覚た,

でも,それは君自身のことなんだ｡

オリエンタリズム-そろそろ,その時が来たようだ｡

僕たちはみんな.

マンガみたいでもステレオタイプでもないことを｡

同じような黄色い顔をしているわけではないことを｡

もっときっぱり主張すべきなんだ｡

世界に知らせるべきなんだっ

これが21世紀に向かおうとしている.

新しいアジア人なんだ!

新しいアジア人の本質をリーが把握できているかど

うかは疑問だが,アジアのアイデンティティを別の角

度から特徴づける方法として.アジアから発信されて

いる大衆文化.例えばリーの音楽の本質を研究するこ

とが役立つっ｢東西の出会い｣から生まれた新しいア

ジア人の特質は.アジアのポップスの再定義と深く関

係している｡この点では､ ｢シングリッシュやその他

の形で,汎アジア的な統一されたポップスのメッセー

ジを伝え､同時にそれを粋で楽しいものにする.新し

いアジアの音楽的英雄｣というのが.リーのイメージ

像ということになろう(¶leSけaitsTimes, 1994):これ

はリーが目指しているものでもある｡つまり,アジア

中のあらゆる年齢層にアピールするアジアのポップス

の形態を創り出すこと.そして現代アジアの魂から生

じる音楽を創り出すことである｡

アジアのポップスを再定義しようとするたびに､彼

は多様な伝統の存在を目の当たりにしてきたo　つぎの

彼の見解は1990年以前のそれであるc

-どの国のポピュラー音楽も全体的にはその国独自のも

のです0　日本のポピュラー音楽はタイにまったく興味を

示さなかったし.タイのポピュラー音楽も台湾に対して

同様でした｡だから,私はそのすべてを少しでも結合さ

せようとしています｡今では世界中の音楽が現在大変ポ

ピュラーになっているのに.アジアから発信されるもの

は何もないと聞くと本当にがっかりします｡美原､西洋

の人たちは私たちがしていることにまったく興味を示し

ていませんc　確かに,私たちは何も生み出してこなかっ

たからc　私がやろうとしているのけ､アジアを音楽的に

統一し,それを西洋に受け入れられるように,西洋的な

要素で飾ることです｡言い換えれば､私がやっているこ

とは,西洋の人々に違和感を感じさせることなく音楽を

聴いてもらうことです｡そうすれば､彼らも耳を傾け.

形式を理解し,根本にあるアジアの魂や心に気づくでし

ようc

(Asahi Evening Nel鴨, 1 990) ｡

しかし,この発言をしてから1年足らずのうちに,

自分のしていることがアジアのサウンドを発見しよう

とする,全アジア的な運動の一部にすぎないことに気

がついた｡

ジャカルタから東京に至るアジア各地のミュージシャン

が.私と同じことを実行しています｡私たちは大きな家

族のようなものです｡結局のところ.同じ方向性を目指

す運動なのです｡私たちは共通の基盤を持ち.お互いの

仕事が実は関連し合っていることも希ではないので,さ㌔

(Asia Magazine, 1 991 )

統一的な汎アジア的大衆文化を音楽の面で探求しよ

うとするこうした動きは,東アジア各地の映画館や音

楽ホール,ファッション･ブティック､本屋,そして

消費市場全般において変化を起こしている諸要素の一

つと考えることができるだろうo　長い間西洋に支配さ

れてきたアジアの大衆文化は東洋に回帰しつつある

コン
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(LosAngelesTimes, 1992)c西洋.とくにアメリカは,

依然として音楽や映画､ファースト･フードの主要な

輸出国であり,近い将来もその地位を奪われることは

ないだろう｡しかしアジアの若者たちは,リーヴアイ

スやコカ･コーラ,マルポロ,マドンナによる長年の

文化的支配を脱して,自分の母国の中の文化的偶像を

探し始めている(h冶Angeles Times, 1992)c　このこと

は､日本に本社をおくリーのファンクラブ雑誌の編集

者の言葉からうかがい知ることができるo

私たちは自分がアジアの人間であることを忘れていたc

ディック･リーは,私たちがアジア人であることを気づ

かせてくれたやそれは､私たちにとってまったく新しい

メッセージであり.大変すげらしい考え方だ二

(8Days, 1994, p. 30)

汎アジア的アイデンティティや大衆文化の統一とい

う彼のメッセージが聴衆に与える影響を.リー自身も

認識しているo

･･･私の音楽は彼らに何かをもたらしたようです｡つまり,

自分たちの中にあるとは取っていなかった文化や伝統の

新しい側面を知らせる契機になったのです｡

(SDays, 1994, p. 30)

新しい地域主義の感覚は,確かな一歩を踏み出した

ようだ｡

6緒論:闘争の蛾としての音楽

これまでに述べてきた実証的な検討から,音楽の分

析によってグローバルな話力とローカルな話力の交錯

を理解する道筋が開かれることが明らかとなったo　こ

れに関して筆者は,すべての音楽が文化的支配の強化

を促進しているわけではないことを以前に指橋したこ

とがある(Said, 1991)｡ Massey (1993, p. 240)が述べ

ているように, ｢(経済や文化.その他の面での)グロ

ーバル化は.たんなる同質化ではないo　反対に, ･･･場

所の独自性を生み出す原因の一つ｣になっているc　本

稿では,普遍主義に対抗する地方の独自性が､リーの

音楽のテクストやテクストの行間に表れていることを

示した｡このことは,メディアや大衆文化に関する他

の研究とも対応している｡例えば.国際テレビ放送の

Ell

ために.アジア･太平洋地域の文化が西洋の脅威にさ

らされているという主張を支持する見解は得られてい

ない(Marshall, 1995,p. 12)｡同様にYeap (1994)揺,

外国のメディアが有害で.覇権主義的であるという証

拠は何もないと述べているo　言い換えれば.グローバ

ル化が文化侵略的であるという証拠は何もないのであ

る｡むしろテレビは.共同体や地方のアイデンティテ

ィを強化するような地方に密着した内容の番組を指向

するという見方の方が有力である｡同様の議論が.普

楽についてもあてはまる3

本稿で紹介した具体的事例は,音楽の分析によって.

アジアの政治的.経済的.社会文化的発展に対する方

向づけが可能となることを示しているc　地域のサウン

ドを探し求めるリーの姿勢は,アジア的実存を対象と

する他の多くの分野における変化と対応している｡こ

こで言うアジア的実存とは､アジア的価値観やアジア

的方法という考え方に根ざし,その中から新しい文化

的主張が生じるような抽象的な概念のことである

(Hitchc∝k, 1994) ｡西洋化せずに近代化を成し遂げた

いという願いと強く結びついてはいるものの.この新

しい文化的な主張は,アジアによる文化的な排他主義

を意味しているわけではない｡むしろアジアの人々は､

自分たちの文化を受け継ぐことを重視しつつも､世界

の他の地域に対して開放的でありたいと思っている

(H血hcock, 1994X　これが可能となるためには､他の

文化に対して開放的であり,そこから価値や永続性の

あるものを学びとれる一方. ｢普遍性や必然性,不変

性を装った｣悪しき影響力には対抗できる能力を持っ

ているという自信がなければならない(The Sけaits

Times, 1995)｡リーの考えでは.この新しい自信が今

日のアジア人の中で芽生えつつあり,その一部は､新

しい文化的潮流の発展に影響を受け.彼のような文化

の生産者によってすでに生み出されている9彼はこの

新しい潮流が､次世代のアジア文化の基礎となると主

張しているo　実はそのような考えの持ち主は.リーに

限られてはいない｡シンガポールの上級相, Lee Kuan

Yewはつぎのように述べている｡この先の20年間のう

ちに.東アジアは｢自分たちで畳産品を生産し.自分

たちの政治的用語を生み出すことに成功し｣,その結

果,生活様式や食習慣.ファッション,政治.メディ

アに対する西洋の影響は低下するだろう(The馳aits

Times, 1995),とりわけ､アジアのメディアや他の文
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化的な商品は,地域の風土や特質に根ざしつつも,そ

の質と重要性において西洋のそれと対等に渡り合うこ

とになるだろう(The Straits Times, 1995)c

しかしこれまで述べてきたように､上記のような楽

観論にもかかわらず,リーはまだ彼の仕事において,

アジアの統一性やアイデンティティという考え方を十

分に具体化できていない｡.このことは,必ずしもリー

の側に欠点があることを意味しているわけではない｡

むしろ､この考え方がまだ未熟で哩昧であることを示

｣ているのだろう｡ Hitchcock (1994, pp. 18-19)が述

べているように.アジアの人々自身が,アジア的方法

の存在に疑問を持っている｡彼は､ジャカルタのある

編集者のつぎのような言葉を引用している｡ ｢アジア

的方法だって?それは一体何だい?箸のことか

い?｣｡別のインドネシア人も. ｢私はマレーシア人さ

え理解できない｣と述べて,この考え方を否定してい

る｡あるマレーシアの学者は.新しい地域主義が存在

することには同意しているものの, ｢そこには多くの

落とし穴がある　　我々には依然として日本に対する

警戒心があり､昨今では中国に対する警戒心もある｣

と釘を差している,さらに.あるシンガポールの学者

はつぎのように断言しているo ｢私たちには､新しい

『共栄圏』など必要ない｡それは日本とであれ中国と

であれ｣｡ある日本人のつぎのような言葉が問題の核

心を言い得ているo ｢アジアの人々は共通性について,

考えてはいる｡しかし,その共通性に対する,日本や

中国.シンガポールなどの見方は,大きく異なってい

る-｣ (Hitchc∝k, 1994,pp. 18-19):実際. Manningand

Stem (1994, p. 80)が主張するように,共通の利害や

責任､価値観,相互の尊重に根ざした共通の心理を内

包した汎アジア的統一を求める強い願望は､たんなる

妄想でしかないのかもしれないc汎アジア的なアイデ

ンティティや統一性を確立することができると確信し

ているにもかかわらず,リーはまだこのアイデンティ

ティの特徴を明確にできていない｡このことは｢アジ

アの兄弟｣の時代にはまだ到達していないということ

を示しているのだろう｡この意味では.他の文化活動

と並んで.リーの音楽はアジアのルネサンスを成功に

導くための有用な手段として機能している,

アジアの統一の存在や永続性に関して､文化的･政

治的領域の中に最終的にコンセンサスが形成されるか

どうか分からない｡リーの音楽が,アジアの統一やア

イデンティティという考え方を具現化させるのに成功

しているか否かの評価も定まらない｡また.リーの音

楽は,グローバルな要素とローカルな要素をうまくミ

ックスしているかどうかも分からないc　それにもかか

わらず.音楽の生産を含む文化的な生産が.相互に影

響を及ぼし合うグローバルな話力とローカルな諸力に

並行して行なわれており､この内部で行なわれている

という事実は変わらない｡それゆえ､ローカルな共同

体がグローバルな領域に組み入れられる過程や､グロ

ーバルな諸力がローカルな共同体の自律的な変質のた

めの契機となる過程に関心を抱いている地理学者にと

って.音楽は重要な研究対貴となるだろう｡この点で,

｢音楽は.地理学的想像力にとって必要不可欠であ

り｣ (Smi山, 1994, p. 238),地理学研究にとって大きな

意味を持つようになるに違いない｡

注

1)とくに明記しない場合､この節のデータはLee (1993)に

基づく｡

2)シンガポールの総人口はわずか300万人であるため,国内

市場はかなり′トさい｡ 3万枚から4万枚のレコード売り上げ

がビッグ･セールスと見なされ.国内のアーティストにと

ってEi5千枚でもよい方である(Wells, 1995, p. 6)0

3)ベラナカンは,マレーシアやシンガポール-やってきた初

期の中国人移民(主に客家出身)と地元のマレー人との間

に生まれた人々であるo

4)長年にわたってシンガポールでは. ｢シンガポールをきれ

いにしよう｣, r方言よりも標準語を話そうJ. ｢男の子と女

の子-2人で十分｣といった政府の標語が溢れていた=

5)リーは彼の会社の一つに. rぬuty World｣という名前をつ

け.様々なファッション･ショーのタイトルもこれにちな

んでつけられた｡例えば､ ｢ぬut)∫ Worldの永遠の英獲｣,

｢ぬuty Worldの谷を越えて｣など,

6)表面上は､その歌は再び愛を取り戻すカップル,つまり愛

する人のもと-帰る人を歌っているc

7)夜の市場という意味のマレー語の言葉1

8)シンガ=1ミールの人口構成は,中国系約75{舛.,マレー系15%､

インド系7`yo､ ｢その他｣ 3%である,

9)これは, The Straits Times (1985)に掲載された.リーに関

する記事の見出しである`】

10)これは1982年の後半に初めて公表され, 1980年代半ばに

様々な手段によって,発展･強化された. ｢総合防衛｣戦略

の一環であるu総合防衛戦略にはその他にも.軍事的,市

民的.経済的防衛が含まれているo　社会的防衛とは.シン

コン
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ガホールの諸集団の団結を促進することを指す,:これによ

って､原初的な感情-訴えることによる外部世界からの侵

格は最/卜隈に抑え､理念をすべてのシンガポール人に共有

させることを目指した｡心理的防衛は, ｢国民の感情や心理

に訴えかけて国民が国家のあらゆる危機に対処できるよう

にするための手段｣と定義される(Seah, 1989,page956)〇
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